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概要　原因不明不妊症 に 免疫的因子の 関与す る もの が 存在す るか 杏か を検索す る 目凶で ，原因不 明不 妊症婦人
32名，経産婦人 16名 お・よび未婚婦人47名 に 精子 ・リ ソ パ 球混合培養試験を行L；，以卞の 結果 を得た ．

　1） 原因不 明不 妊症婦人 ， 経産婦 人 お よび 未婚婦人の Clopatil：精子に対する stirnulatidn 　inde苓
’
（S・L ）は ，そ

れぞれ 2．51± LO8
，．2．25± 0．79，1．96±0．71で あ り， 未婚婦木の 精子に対す る反応 は 他 の 2 群 に 比較して 有意

｝こ 低かつ た （虐〈 0・OI）．　　　　　　　　　　　　　　　　
L

　2） 原 因 不 明 不 妊症婦人 お よび 経産婦人の 夫精子 に 対する S・L は ，それぞれ 2．96± 1．43，
’
2。44± 1．24で あ

つ たが
， そ の 間に 有意差 は な く，また 両群 の 夫精子 と donot精子 に 対す る屎応 との 間に も有意差 を 認め な か

つ た．

　3）　原 因不 明不 妊症婦人 32名の うち 14名に 妊娠の 成立を冢た．妊娠非成立 の 18名 と2群 に分け て retrospect −
ive に ，そ の 夫精子 お よ び do「ior 精子 に 対す る SIL を み る と， 妊娠成立群で は2，82± 1．33；2．71± 1．25，妊

黷 妾鞭 論齦 毅 鷯 轟灘轟讙蠶翻 獣 蚋
精瑚 す る 反応   ‘有

　4） 原因不 明不 妊症婦人 ，経産婦人 お よ び 未婚婦人 の PHA に 対する S・L
」
は ，それぞれ 11．2± 4．工9， 9．94

±2・38
・ 9・23±3・Q7で あ り，原因不明不妊症婦人 の 反応 は耒婚婦人 に 比較 し て 有意 に 高か つ た （P〈 0・05）．

　5） 同時に 行つ た原因不明不妊症夫婦24組の細胞障害性試験 で 2 例 （8．3％） の 陽性例 があつ た が， 2 例 と
も妊娠成立 を み た ．，

　以上 の こ とか ら既婚婦人 で は ， リン パ 球 は あ る程度精子 に 感作 さ れた状態 に あ り， 原 因 不 明不 妊 症 婦 人 で は

非特異的免疫能が亢進 し た状態に ある こ とが 5’か がわれ た が ，
』
原因不明不妊症婦人が夫精子 に 強 く感作され て

い る た め に ，その 妊孕性が障害さ れ て い る と考えさせ られ る証拠は得られ な か つ た ．　　　　　　 ・

Synopsis　 Mixed 　culture 　of　sperm 　and 　1亨1nph   ytes　wefe 　Performed　in 止 e　samples 　of　32　infertile　couples

wlth 　unexplained 　cause ，
16　cou 鱒 ．with 　proVρn 艶rtility 　and 　47　virginal 　w   en 　in　ord 貿 to　investigate　the

role 　of 　cellular −irnmunologic　factofs　in　irifertillty．
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2・25± 0・79　i・ f・・til・ and 　1・96± O・71　 i・ ・i・gin　9… p・ Th ・ S・1
，　gf　th・

vl「gln　group　was 　slgn 温 cantly 　lower （P く 0・Ol）than 　that　of 　the　other 　two 　groups．
　2）

』The πieans 　of 　S．1．　in　mixed 　culturcg 　with 　husband，

s　sporm 　were
，
2．96ttlA3 　i・n 　in麁雌 ｝e 　aOd 　2．44± L24

in　fertile　women ．　 Tlierle，，wa ．s　no 　significance ．三n 　the 　S．1．　of　these　twQ 　groups．

　3）
．

It　was 　found　during　two　years
’
prospe6tive　observation 　that 　140f 　32　unexplainedly 　infbrtile　couples

achieved 　prcgnancy．　Retrospective　analysis．dtSclosed　thati　，thc ＃e　was 　no 　significant 　differepce⇔¢ tween　preg−
nant 　and 　non −pregn「mt 　groups ，　when 　S・1・、　with 　husband，

s　sperm 　were 　qo 皿 pargd・ Neither
，　no 　dffference

betwcen　S．1．　with 　husband
，
s　sperm 　and 　donor ，

s　sperm 　was 　revealEd 　in　non −pregnant　group．

　In　conclusion
，　 no 　 evidence 　was 　obtained 　that 　unexplaincdly 　infertile　women

，
　as 　a　group ，

　were 　sufferd

f・ ・ m ・immun ・」・gic　factors．
K 鱈ywordSt 　 Mixed 　spetm ・lymphOcyte　c山 ure ・Unexplained　infertility・Lymphocyte 　blastog6hesis・Cellular−
immunologic 　factorsiSperm　antigens 　　　　 ’
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ー

　　　　　　　　 緒　　言

　不妊症研究に 免疫学的 ア プ ロ ーチ が行わ れ て以

来 ， 数多 くの 興味ある知見が報告されて い る．原

因不 明不妊症婦人に 血清精子抗体が高率に 証明さ

れ る と い う報告は多 く
3）6）

， 不妊症 の 原因 として

免疫的因子の 関与す る可能性が指摘さ れ て い る ．

　しか し ，
こ れまで は 精子凝集試験や

4）9）1°）
精子

不動化試験
1〕4）12＞13）

な どに よる 液性因子 の面 か ら

の 研究が主で あ り，細胞性免疫の 面か らの 研究は

数 も少な く ， またそ の 成績 も報告者に よ つ て異な

り ，

一致 し た 見解は 得られ て い な い 現状に ある．

　 ヒ ト精子細胞膜に は HLA が haploid の 形 で

表現 されて い る と い う報告
7）8〕があ り，精子 に も組

織適合性抗原が存在する こ とは ほ ぼ確実で ある．

　そ こ で 今回は ， 原因不 明不 妊症 の 免疫学的研究

の
一方法 として ，精子 ・リ ン パ 球混合培養試験を

行い ， 対照群 と比較検討 し ， さ らに 一定期間観察

後 の 妊娠成立 の 有無 と の関係に つ い て prospective

に 解析した の で報告する．

　 な お 原因不 明不妊症と は ， 男女両性 の 総合検査

で 特に 不妊原因が 明らか で な い もの を意味し ， 機

能性不妊 と同義な も の で ある．つ ま り日常ル チ ー

ン に 行つ て い る検査の うち ， 女性側で は
，
1） 黄

体機能不 全 の 有無 も含め て 基礎体温曲線の 正常な

もの ，2） 内分泌的異常の な い もの ，3） 子宮卵

管造影法で何 ら の 異常 も認め な い も の
，
4） 子宮

内膜 日付診の 正常な もの
， 、5） 排卵期の 頚管粘液

検査 が正常 （量O．2ml 以上 ，牽系性 10cm 以上 ，

シ ダ状結晶形成良好）な もの を すべ て満足す る こ

と ， お よび 男性側 で は精液検査所見正常 （量2．O

ml 以上 ， 数 40　×　1061inl
’
以上 ， 運動率60％以上 ，

奇形率 20％以下）で ある夫婦を ， 本研究 に お ける

原因不．明不 妊症夫婦と した ．

　　　　　 研究対象 お よ び 研 究方法

　 1． 研究対象

　 昭和 51年12月か ら昭和 53年 2 月まで の 当科不妊

外来受診者の うち ， 原因不 明不妊症 と診断 され ，

協力を得 られ た 央婦32組 を 対象 と し ， 経産夫婦

（1年以上 非妊期間の ある も の ）16組 お よ び 未婚

婦人 47名を対照 と し た ．

　また 精液所見 の 正常 な 健常男子 donor　11名 よ

り精液を採取 した．

　2． 研究方法

　1）　精子 ・リ ソ パ 球混合培養試験

　末梢血 リ ン パ 球を反応細胞と し ， 新鮮精子を 刺

激細胞と し，精子 ・ リ ン パ 球混合培養試験を行つ

た．実験の 概略を 図 亘に示 した．

図 1　Methods
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　a ・ 反応細胞

　ヘ パ リ ン 加末梢静脈血 よ り Ficoll・Conray （比

重 1．078）を利用 した比重遠心 法 に て リ ソ パ 球を

分離 した ．分離 リ ン パ 球を生食水で 1 回 ，
TC ・199

（千葉血 清）で 2 回洗浄し ，
TC −199中に 最終濃度

5xlos ！ml となる よ う調整した ．

　b・ 刺激細胞

　各群 の 夫 お よび 健常男子 donor よ り用手法 に

て 採取 した 新鮮精液 1
’
ml

’
を生食水 で 10倍 に 稀釈

し ， 充分に ピ ペ
ッ テ ィ ン グ し た 後2 ，00〔ltpm ・ 20分

間遠心 して得られ た 精子を ， さ らに 生食水 で 1

回 ，

TC ・199で 2 回洗浄 し ，　 TC ・199中に 最終濃度

5 × 1051mlとな る よ う調整 した．

　 c． 混合培養

　形態学的幼若化率判定法の 場合に は 培養用丸底

試験管に リ ン パ 球 ， 精子浮遊液各 々 1m1 を ，3H ・

N 工工
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TdR 　 uptake に よ る幼若化率判定法 の場合 に は各

々 0 ．1m1 を マ イ ク 卩 プ レ ート （Falcon　 3♪
040）

の well に 注入 し，非働化 FCS （DIBCO ）を 最

終濃度 15％ となる よ う添加 し ，

．炭酸ガ ス 培養器

（CO2 濃度 5 ％ ， 37
°
C）中で 5 〜 6 日間静置培養

した．なお ， culture 　medium 　TC・199セこ は 抗生物

質 （Pc 　200単位！m 工
，　 sM 　o2mg ！m1 ）を 添加 し

た ．

　 d・ 幼若化率判定法

　 リ ン パ 球 の 幼若化反応は 形態学的 ， ない し3H・

TdR 　 uptake に ょっ て 判定 した．

　形態学的判定は 培養締了前に 0．005％ コ ル ヒ チ

ン 0・2ml！ml を 添加 し ， さ ら に 3 時間培 養 し
，

0 ．075MKC1 に よ る低張処理 ， カ ル ノ ア 固定を行

い
， 塗沫標本を作製 し，May −Giemsa 染色を行つ

た． 顕微鏡下で リ ソ パ 球500個を数 え，核分裂豫

ない し核径 1Qμ 以上の 核を有す る細胞を幼若化 リ

ン パ 球 として 幼若化率を 求め た．

　3H ・TdR 　uptake は 培養終了前に ＄H−TdR
，

0・6

μCi！well を加え ， さ らt！こ 12時間培養 し ラ ベ ル を行

つ て ，
semiautomatic 　 cell 　harvester（1．aboscience

社製）に て harvester　fi］tdr 上 に 細胞 を吸着 ， 乾

燥後 ，
scintilation 　Hul4 （トル エ ン

，　 IL
，．　PPO 　59，

POPOP 　O．1g）8m1 を含むカ ウ ン ト用 via1 に 移

し ，
scintilation 　 counter （Aloka 社 ，

　 LSC 　602）に

て 放射能活性を測定 した ．

　培養は す べ て duplicate で 行い ， その 平均値を

もつ て 幼若化率と し ， それぞS；Lの 混合培養に お け

る平均値 と リ ン パ 球単独培麹ヒおけ る平均馗との

比 を もつ て stimulation 　index （S・1・） とし， 結果

の 検討を行つ た ，

　stimulation 　index （S・1・）＝

　　　％ blastoid　or　3H −TdR 　 uptake

　　　 （cpm ） in　mixeCl 　 culture

　　　％ blastoid　 or 　3H ・TdR 　 uptake （cpm ）
　　　 三nIymphocyte 　 solo 　 culture

　 2）　細胞障害性試験

　Fa 正con 　 micro ・test　plate を用 い て 靼 icro　lymp −

hocyte 　 cytotoxlcity ，test を 行 つ た ．

　各 we11 に 妻血清 1μ1 お よ び失 リ ン パ 球浮遊液

（1．5〜 2 × 10s！m1 ）1μiを 加え ，30分間室温に放置

し た 後，吸収家兎新鮮血清 を補体 として 5μ1 加

え ， さ らに 60分間室温に 放置．そ の 後 5％ エ オ ジ

ソ 水溶液 2μ1 を加え ，
2 〜 5分後 に ホ ル マ リ ン

（pH7 ・0）3μ1 を加えて
， 位相差顕微鏡で 判定 し

た ．判定 の 基準は死滅 リ ン パ 球比率40％以上を陽

性とした ．

　　　　　　　　　研究成績

　1． 精子 ・リ ン パ 球混合培養試験

　1） 基礎実験

　予備実験と して ， 丿 ン パ 球 と精子 との 至適混合

細胞数比お よ び至適培養日数を検討 し た （図 2
，

3 ）

　混合細胞数比 は リ ン パ 球数を 5　×　10fi！m1 とし ，

精子数 o
，
o ・1

，
0・5，

　1
，
　5s、10， 50xlo51皿 1 と して ，

培養目数 5 日間 で比較検討 し た 結果 ，

・
精子数 5x

los！m 工
， すな わ ち 混合比 1 ： 1で 反応 の peak が

得られた ．　 　 　 　 　 ∵

　培養 日数は 1 ， 3 ，

「
4 ， 5 ， 6 ， 7 ， ，8 日間培

養を行つ て 比較検討した結果 ，

’5 〜 6 日に 反応の

peak が得られた．

　以‡の こ とか ら・ 精子 ・リン パ 球混合培養試験

図 2　 Mixed 　cultures　of　spem 真 and 　Iymphocytes
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図 3　Mixed 　cultures 　of　sperm 　and 　lymphocytes
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は混合比 1 ： 1
， 培養日数 5 〜 6 日間と して行つ

た．

　な お ，精子 の み の単独培養で の 3H ・TdR 　uptake

は本実験系 にお ける back　groundと大差 な く ，

こ の 混合培養で の 反応は 精子に対する リ ン パ 球の

one 　way 　reaction とみな し て よ い と判断した．

　また実験を行 う際に は ， 対照 の 未婚婦人 2 〜 3

名と ， 健常男子 don。r　 2 〜 3 名 の 精子を set し
，

それ ぞれ の 組合わ せ に よ る混合培養を行 い
， さ ら

に PHA 添加培養も併せ て行つ た．

　 2） donor 精子に 対する反応

　原因不 明不 妊症婦人（32名）， 経産婦人 （16名），

未婚婦人 （47名）に お い て
，
donor （11名）精子

に対す る at　random な組合わせ に よる 反応 は ，

それ ぞれ S・1．と して 2．51± 1．08，2．25± O．79，

1．96± 0．71で あつ た （表 1）．

　未婚婦人の S・L は 他の 2群の S・L に 比較し ，

有意に低 い値であつ た （P＜ 0 ．01）・原因不明不妊

症婦人 の S・1・と経産婦人 の S・L と の 間 に 有意

差 はなか つ た．

　 3） 夫精子に対す る反応

　原因不 明不 妊症婦人 （32名） お よ び 経産婦人

（16名）に お い て ， そ の 夫精子 に 対する 反応は
，

そ れぞれ S・L と して ， 2．96± 1．43， 2．44± 1．24

で あつ た （表 2 ），

　原因不明不妊症婦人 は夫精子に 対 してやや 高い

反応を示 した が ， 経産婦人の 夫精子に 対する反応

との 間に 有意差は な か つ た ．

　また 原因不 明不妊症婦人お よ び経産婦人 の 夫精

子に対する反応と donor 精子に 対 する 反応 （表

1）を比較する と ， 両群 とも夫精子に対してやや

高い 反応を示 し て い るが ， 有意差は な か つ た．

　4） 原因不 明不妊症婦人 に お けるその 後の妊娠

成立の 有無 と S・L との 関係

　 昭和 54年 10月ま で に
， 研究対象と し た 原因不 明

不 妊症夫婦 32組 の うち 14組に 妊娠の 成立をみ た，

そ こ で 14名の 妊娠成立群 と ， い まだ妊娠成立をみ

な い 18名の 妊娠非成立群 とに 分けて
， 夫精子お よ

び d。rt。 r 精子に対す る反応 を retrospective に 比

較す る と ， 妊娠非成立群で は夫精子に 対する S・L

は 3．07± 1，50，donor精子に 対す る S・1・は 2．35±

气
表 1　Donor 精子 に 対 す る 反応

対　 　 　象
Stimulat正on 　indcx

有 　意　性
Ra   e Mean ± S．D．

原因不 明 不妊 症 婦人

　　　　　　　（N ；32）

経 　産 　婦　人
　　　　　　　（N ＝16）

未　婚 　婦　人
　　　　　　　（N ＝47）

1 〜6　（n ＝ 98）

1．3〜5　 （n ＝53）

0．8〜5 （n ＝L84）

2 ．51±LO8

2 ．25土0 ．79

1．96 ±0．71

｝・…

　　　　　　　　　P ＜0 ．Ol

｝P ＜ … 1

N ： 対象例数 　 n ： 培養 の 組 合 わ せ 数 N ．S．： not 　agnificant
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表 2　夫精子に 対す る反応

対　 　 　象
Stimu且adon 　ind駆

有　意　性
Range Mean ± S，D ．

原因不 明不妊 症婦 人
　　 　 　　 （N ≡32）

経 産 婦 入
　　 　 　　 （N ＝16）

1．1− 7，6 （n 三32）

Ll 〜4，5 （n ＝16）

2，96± L43

2 ち44士 L24 ｝韻 輌 一

N ： 対 象例数 　 n ： 培養 の 組 合わ せ 数

表 3　妊娠成立群と非成立群に お け る夫精子 に 対す る反応

対 　 　 　象
St孟mula 面 n 　index

有 ．意 性
Ra ロ9¢ Mca 皿 ±S．D．

妊 娠 成 立 群
　 　 　 　 　（N 三14）

妊娠非成 享群

　 　 　 　 　（N ＝18）

1．1〜5
ゴ

（n 幕14）

L3 〜7．6 （n ＝18）

2 ．82± 1．33

3，07± 1．50

　　．

｝皿 麟 …

N ： 対 象例数 　 n ： 培養 の 組 合わせ 数

表 4　妊娠成 立群 と非 成 立 群 に お け る donor 精子に 対す る 反応

対 　 　 　象
Sd血 凪 adon 　index

有　意　性
Range Mea 翁± SD ，

』

妊 娠 成 立 群
　 　 　 　 　 （N ＝14）
妊 娠 非 成 立 群

　　　　　（N
三18）

1〜5．5 （n ＝45）

1
 

4　 （n ＝ 53）

2．71± 1．25

2 ．35 土0， 7　　　　　　 脚
｝啣   ・

N ： 対象例数　 n ： 培養の 組合わ せ 数

表 5　 PHA に 対す る反応

対　　　象
Sdmuladon　index

有　意 　性
Range Mean ±S，D．

原因不 明不 妊 症婦人

　 　 　 　 　 （N ＝32）
経 　産　婦 　人
　 　 　 　 　 （N ＝16）

未　婚　婦 　人　　 ，
　 　 　 　 　 （N 二47）

、3 ．9〜18，3

　7　   15

　 4 ．3〜16，3

lL2 ±4」 9

9．94± 2．38

9 ．23± 3．07

．｝・ ・

　 　 　 　 　 　 P ＜ 0．05

｝　 N ．S．

N ・S・： not 　signifi．cant

0．87で あ？た の に 対 して ， 妊娠成立群 で は それぞ

れ 2．82± 1．33
，

．2．71± 1．25で あつ た ．．（表 3
，、4 ）．

　妊娠非成立群に おける夫精子 に 対 す る 反応は

dOnor 精子に対する 反応 よ り高い値を示 し た が ，

有意差は な か つ た 。、ま た ， 妊娠成立群 と妊娠非成

立群 の 夫精子に対する反応 の 間に も有意差は なか

つ た ．
．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　5） PHA に 対す る反応

　原因不 明不妊症婦人 （32名）， 経産婦人 （16名）

お よび 未婚婦人 （47名）に お い て ， その リ ン パ 球

の PHA に対する 反応は ，　 PHA 非添加培養 との

比 として それぞれ 1L2 ± 4．19，
’
9．94± 2．38，

：9．23
± 3．07で あつ た （表 5 ）．

　原因不 明不妊症婦人は未婚婦人に 比較 し て有意

に 高い 反応を示 し た （Pく 0．05）沸，
・経産婦人 と

の 間で は有意差は なか つ だ．また経産婦人 と未婚

婦人 との間の 比較で は有意差 は なか つ た ．

　6） 健常男子 の 各種精子に 対する反応

　精液所見の 正 常な健常男子1σ名に つ い て
， 自己

精子 ， ．他人精子 お よ び 3 〜 4 名の poo1 した 精
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表 6　 健常男子10名 に お け る 各種精子 に 対す る 反応

精 子
Stimulation　index

有 意 性
Rango Mean ± S．D ．

自　 己

他　 人

Pooied 精

精

精

子

子

于

1．3〜2 ．8 （n ≡10）

1．4〜4　 （n ＝24）

1，3〜4．5 （n ＝10）

1．84± 0．45

237 ±0．65

2．90± LO2

｝
｝

P 〈 0 ．05N

．S，
P ＜ O．05

n ： 培養 の 組合 わせ 数 N ．S．： not 　significant

子に 対する反応は
， それ ぞれ s・「・と して 1．84±

0．45，
2．37± 0．65，

2．90± 1．02で あつ た （表 6 ）．

　 自己精子に 対す る反応は ，他 の 2種の 精子に 対

する反応 より有意に 低い反応を示 した （p＜ 0・05）・

他人精子 と p・ ・1 し た精子に 対す る反応 との 間に

は有意差はなか つ た．

　 2． 細胞障害性試験

　原因不明不妊症夫婦32組 の うち 24組に
， 細胞障

害性試験を行 つ た ．そ の 結果 ， 陽性例は 2 例（8．3

％）で あつ た． そ の 2例の 妻お よび 夫 の HLA −

typing は ， 1例が 妻 A9
，
　 BW21

， 夫 A2
，
　A11

，
　BW

27
， 他 の 1例は 妻 A9

，
　B5

， 夫A9
，
　BW21

，
　B7 で あ

つ た．精子 ・リ ン パ 球混合培養試験に おける S ・L

は ， そ れぞ れ 1．1， 3．3で あつ た （表 7）．

　 　 　 　 　 表 7　 細 胞 障 害 性 試験 陽性 例

症 例

HLA −typing 夫精 子に

対 す る

　 S．1．妻 夫

Y ．1．
M ．A ．

A9 ，一，BW21 ，−

A9，一，B5，一
A2 ，Ali ，BW27 ，−

A9
厂 ，B7，BW211

．13

．3

陽性率 　2／24 （8 ．3％）

　　　　　　　　　考　　案

　当科不妊外来 の 臨床統計 （昭和49年 1月 〜 昭和

51年12月）では ， 日常ル チ
ー

ン の 検査で 夫婦と も

に 異常を指摘 し得ない ，いわゆる原因不明不妊症

夫婦の 頻度は 17 ．0％を占め て い る
s）．

　 こ れ ら原因不明 の 不妊症 の 中に免疫的因子 の関

与す る もの があ る か も知れ な い と考 え ，当教室で

は 不 妊症の免疫学的研究が主 と して 精子免疫 の 観

点か ら精力的 に 進め られて きた．

　著者 らは 細胞性免疫の 面か らの ア プ ロ ーチ を行

つ て い るが ，従来不妊症分野で の 細胞性免疫学的

研究 は散発的で あつ た ．

　た とえ ば リ ン パ 球混合培養試験 （MLC ）
16）te）

，

マ ク ロ フ ァ
ー ジ 遊走阻止試験 （MIT ）

15）
， 白血

球遊走阻止試験 （LIT ）
19）

， 白血 球付着阻止試験

（LAI ）
2°〉

お よ び精子 ・リ ン パ 球混合培養試験
2）　tt）

10t7 ）21）な どが行われ，不妊症 と細胞性免疫反応 と

の 関係が論 じ られて い るが ， まだ
一

致 した見解は

得 られて い な い．

　 しか し，い ずれ の 方法に お い て も妻 リ ン パ 球 の

夫側抗原 （リ ン パ 球ある い は 精子）に 対す る反応

を検索 し て い る こ とに な るが ，精子 を用 い る 場

合 ， そ の 処理方法が それぞれ異な つ て い るため ，

成績の 評価は 慎重に 行わなければな らない一一

　精子に も リ ン パ 球を は じめ とした ， あ らゆる有

核細胞に 存在す る 組織適合性抗原 が 存在 して お

り ，
HLA が haploid の 形で表現 され て い る こ と

や ，
HLA −D 抗原の 存在す る こ とが報告されて い

る ．また精子特異抗原 の 存在も指摘されて い る．

　精子に 存在する抗原の 詳細な分析に つ い て は ，

な お検討す べ ぎ多 くの 聞題が残さ れ て い るが
， 抗

原が存在す る とす る こ と に は異論は な い と考え ら

れ る ．

　今回の 研究で は ， 溂 激細胞として 新鮮洗浄精子

を ， 反応細胞 とし て 妻 リ ン パ 球を用 い て ， 原因不

明不妊症夫婦に お い て 精子 ・リ ン パ 球混合培養試

験 を行 い
， リ ソ パ 球 の 幼若化率を測定す る こ とに

よ つ て 妻側の 夫精子に対する 反応を検討 し た．

　精子 ・リ ソ パ 球混合培養試験 に お け る 3H −TdR

uptake は ， リ ン パ 球混合培養試験 に お ける それ

に 比較 し て 低 く，新鮮洗浄精子の リ ン パ 球刺激能

は あ ま り強くな く ， 精子表面に 表現さ れ る抗原は

量的 また は 質的に 弱い もの と推測される．

羣
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　原因不明不妊症婦人に おける夫精子に 対す る反

応は ，donqr 精子に 対する反応 よ りや や高い反応

を示 し たが
， 有意差 は な

’
く，経産婦人に お い て も

同 じ傾向で あつ た ．

　ま た 原因不 明不 妊症 ど診断され た 32組 の 夫婦の

うち ， 約 2年間の経過観察期間 中 ， 14組に妊娠の

成立をみ た が
， 残 り18組 の 妊娠非成立群に おける

夫精子 と d ・ n ・ r 精子 に 対する反応を堵斡し て も，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キ

やは り全体 とし て 同 じ傾向を示す もの の 有意差 は

認め られなか つ た ．

　細胞障害性試験に お い て陽性を示 し た 2 例は
，

ともに妊娠 の 成立を みて お り，教室の 須藤 らの 行

つ て い る精子凝集試験 ，精子不動化試験 の 結果 と
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　ち
照 らして み て も ， 精子 ・リ ン パ 球混合培養試験の

S・1・との 間に 相関関係を認め なか つ た．

　以上の こ とか ら ， 原因不 明不妊症婦人が夫精子

に 強 く感作 されて い る た め に ，そ の 妊孕性が障害

され て い る
’
と考え させ られる証拠は得 られなか つ

た．

　未婚婦人 の d・ n ・ r 精子に対する 反応 は ， 既婚

婦人で ある他の 2 群の donor 精子に 対 する 反応

より有意に 低 く ，
こ れ は 既婚婦人で は 精子に 存在

す る抗原に ，リ ン パ 球がある程度感作きれた 状態

に ある こ とを示唆する もの と考え る．

　 原因不明不妊症婦人に お ける夫精子に 対す る反

応 を不妊期間 の 長 さ との 関係 で み る と，不妊期間

2年までで は ， そ の S・L は 2．11± O．75 （N ＝ 6），

3 〜 4年で は 3．35± 1．77 （N ・・ 16）， 5 〜 8年で は

2．79± 0．81 （N ・＝8）， 9年以上で は 3．1 （N ＝2）で

あ り， 不妊期間が長 くなる に つ れて 精子に 対する

反応が高 くな る傾向が うか が われ たが
，

こ れ らの

間に有意差はなか つ た ．

　 non −specific な mitogen で ある PHA に 対 す

る反応 は ，原因不明不妊症婦人に お い て 高 く， と

くに 未婚婦人と の 間に 有意差を認め た．こ の こ と

は 原因不 明不妊症婦人で は 非特異的免疫能が亢進

し た 状態 に ある こ とを示唆 して い る が，そ の 意義

は現時点で は不 明で あ る ．

　 また 健常男子 10名に お ける 自己精子 ， 他人精子

お よび p・ ol した精子に 対する反応で は ， 自己精

子 に対す る反応が他の 2種
．
の 精子に 対する反応 よ

り有意に 低 い 1 こ の こ とは精子に は精子特異抗原

以外の Pt た とえば組織適合性抗原な どが存在 して

い る こ とを示唆する もの と考える．

　ざ らに 自己 の 精子 に 対 して も未婚婦人 と同程度

の 反応黏示 した こ とか ら ， 精子に は 精子 として の

特異抗原が存在して い る こ とも示唆して い ると考

え られる．

　今回 の 研究で は ， 原因不 明不妊症夫婦間の リ ソ

パ 球混合培養試験を併せ て行 つ て い ない た め ， リ

ン パ 球ゐ精子に対す る反応が組織適合性  違い を

そ の まま表現 してい る か否か に つ い て は 不 明で あ

る．
’

　 t の 稿 を 終わ る に あ た ウi 御指導 と 御 校 閲 を 賜 わ り

ま し た 竹内正 七 融授 に 1心 よ り お 礼 申 し 上 げ ます，ま た，

直接御 指 導 を い た td　9 ま し た ．金 沢 浩 二 講師 に
．
深 謝 い た

し ま す ．
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